
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
みんなで応援しよう！ 家庭教育！ 第５号 R７.２.７ 

《家庭教育サポート企業の取組》釧路管内発 

防災という社会課題に積極的に取り組む「（株）山一佐藤紙店」 

（株）山一佐藤紙店は、1935 年創業の和・洋紙、事務用品、書道用品などを扱う 

専門店。冬期に震災等が起きた場合の防災・防寒対策について課題が多い現状から、 

講演会や最新防災用品の展示会といった防災イベントを 2021 年から実施し、地域に 

おける防災力向上・減災対策に取り組んでいます。 

今年度は「能登半島地震から学ぶ」をテーマに、５つの講演を実施しました。 

能登半島地震の支援にあたった災害派遣医療チーム『DMAT』隊員から、避難所の 

衛生環境が感染症蔓延に直結するとし、消毒液や簡易トイレの備えの重要性を説明。 

地震保険等を扱っている保険会社は、保険金が支払われていても復旧が進んでいない能登半島の企業の様

子を紹介し、「企業は自助で復旧することが原則になる。BCP（事業継続計画）の対策が欠かせない」と訴え 

ました。 

佐藤公一郎社長は、「『正しく恐れ、正しく備える』ことが重要。いつかくる大きな 

地震の被害を少しでも小さくすることができるよう、企業・地域が一体となって防災・ 

減災対策を進めていきたい」と語りました。 
 

※ 佐藤社長は、2023 年に防災士を取得。防災備蓄用品を扱う企業と連携するなどし、

防災・減災対策を企業向けに提案する活動も行っています。 

≪管内の教育に関する取組の紹介≫根室管内発 

新図書館オープン！ 

 令和６年６月２日（日）に新しい羅臼町図書館がオープンしました。 

 約３万７千冊を蔵書する２階建ての館内は、とても明るい雰囲気で 

全世代がゆったりと読書を楽しめる空間になっています。 

 １階の閲覧室には、飲み物を飲みながら利用できるドリンクスペー 

スが設けられており、海に面したカウンター席は、目の前に北方領土 

（国後島）を望むことができます。 

 ２階には、読み聞かせなどのイベントが開催できる多目的室や絵本 

と紙芝居をそろえた親子向けの「おはなしのへや」があり、親子で読 

書を楽しむことができます。 

「ちいさい子のおはなし会」が再開しました！ 

 「ちいさい子のおはなし会」は、羅臼町公民館図書室で実施してい 

ましたが、耐震性の不足に伴う公民館の取り壊しによって実施できる 

所がなくなり、中止になっていました。 

 新図書館がオープンして「ちいさい子のおはなし会」が再開し、町 

内で活動する読み聞かせサークルや子育て支援センターの協力により、 

０～３歳児の乳幼児親子を対象に絵本の読み聞かせや親子のふれあい 

遊びなどを実施しています。 

１階閲覧室 

ちいさい子のおはなし会 



 

≪地域の家庭教育支援に資する取組の紹介≫十勝管内発 

家庭教育支援における「効果的な」取組とは？～家庭教育支援者資質向上研修で学ぶ～ 

 令和６年 10月 11 日（金）に実施した令和６年度家庭教育支

援者資質向上研修では、浦幌町教育委員会社会教育係長本間

氏、認定 NPO 法人子どもと文化のひろばぷれいおん・とかち理

事長今村氏、北海道家庭教育サポート企業株式会社オカモト介

護福祉事業本部統括事業本部長角藤氏が、上記テーマについて

それぞれの所属団体の実践発表を行いました。３氏にはそれぞ

れ効果的な取組例として、子育て支援センター等の関係機関と

連携した社会教育事業の実施（浦幌町）、親も子も安心して遊

べ、学べる「育ち合える」場所の提供（ぷれいおん・とかち）、

個人＞家庭＞会社の企業理念のもと、従業員一人一人が夢を描

き目標を立て実現させていく社内教育実践プログラムの実践（オカモト）を紹介いただき、参加者にとって 

改めて家庭教育の重要性、家庭教育支援の必要性について学び、考える機会となりました。 

 

地域の中で子育てを支え合える場を目指して～子育てサロンおとぷけ通りくるみの活動～ 

 音更町にある「子育てサロンおとぷけ通りくるみ」は、令和４年４月、十勝管内

で初めて家庭教育支援チームとして登録されました。活動のコンセプトは、「誰もが

居心地の良い場所づくり、信頼関係を築きつつ、人と人とのつながりや支え合いを

生み出すような場所づくり」。「ワンオペ育児」から「チーム育児」へ、子どもは社会

で育てる等、子育てをする保護者を一人にしないための様々な取組を行っています。   

代表の中村氏は、認定こども園の園長や子育て支援センターの所長を務めた経験

を生かし、ボランティアの方たちと共に運営にあたっています。自由に立ち寄れる

施設であることはもちろん、ベビー用品や育児用品の無料レンタル、保健師を交え

た医療的ケア児や発達が気になるお子さんがいる保護者

支援の場の提供、地域農園での高齢者との交流等の活動を

行っています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【発行元】北海道教育庁生涯学習推進局社会教育課 

電話 ：011－204－5994 

メール：kyoiku.seigaku1@pref.hokkaido.lg.jp 

ＨＰ ：https://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/hk/sgg/support-kigyo.html 

研修会の様子 

（最前列左から 角藤氏、今村氏、本間氏） 

同団体のインスタグラム 

Kurumi.kosodate 

◆共に学び、生きる共生社会コンファレンス in北海道を開催しました◆ 

令和６年 12 月７日（土）に「共に学び、生きる共生社会コン 

ファレンス in北海道」を開催しました。 

本事業は、文部科学省委託事業「学校卒業後における障害者の 

学びの支援推進事業」の一環として、令和２年度から取り組んで 

いる事業で、学校卒業後の障がい者が生涯を通じて学び続けられ 

る社会の実現を目指しています。 

今年度は、家庭教育サポート企業である「NPO 法人カムイ大雪 

バリアフリー研究所」（代表五十嵐真幸氏）との共催により、旭 

川市で初めて実施しました。 

当日は、大阪市を中心に「立たない立ち飲みバル」を主催する牧野美保氏をお招きし、第２部「立たな

いカフェタイム」から、多くの参加者が車椅子を使用して、１日を通し当事者目線で研修を行いました。 

◆改正障害者差別解消法が令和６年４月１日から施行されています◆ 

 令和６年４月に改正障害者差別解消法が施行され、「事業者による障害のある人への合理的配慮の提供

が義務化」されました。詳しくは、内閣府のホームページをご確認ください。 

ＵＲＬ：https://www8.cao.go.jp/shougai/suishin/sabekai_leaflet-r05.html 


